
憲法に違反し

ていない 0人
0%
憲法に違反し

ている 1人
3%

どちらとも言

えない 14人
47%

その他 14人
47%

無回答 1人
3%

憲法９条との関係

病床削減は、

納得 1人
3%

病床削減は、

納得できない

4人
13%

どちらとも言

えない 13人
44 %

その他 11人
37%

無回答 1人
3%

医療介護総合法

支援が継

続される

よう工夫

12人
41%

支援は無

理なの

で、引き

下げる 3
人

10%

慎重に検

討中 10
人

35%

その他 3
人

10%

無回答 1
人
4%

介護保険制度
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みえ労連 告

知

板

み
え
労
連
第
9
回
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
４
月
15
〜
30
日
14
市
長
・
15
町
長
・
三
重
県
知
事
あ
て
に
、

無
記
名
扱
い
（
名
前
を
公
表
し
な
い
約
束
）
で
、
憲
法
9
条
・
25
条
な
ど
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を

依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
懇
談
テ
ー
マ
は
、
①
「
安
保
法
制
と
9
条
」
②
「
地
域
医
療
と
25
条
」
③

「
介
護
保
険
と
25
条
」
④
「
地
方
創
生
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
４
項
目
で
す
。
参
院
選
後
の
７
月
26
日
か

ら
８
月
８
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

み
え
労
連
か
ら
は
43
人
延
１
２
２
人
、
自
治
体
か
ら
は
副
知
事
・
13
市
町
長
（
副
）
含
む
関
係
者
１
２

６
人
が
応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
。
率
直
な
意
見
交
換
で
「
共
同
・
共
感
」
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

渡
邉
副
知
事
と
の
懇
談
で
は
、
み
え
年

金
者
組
合
・
辻
井
委
員
長
か
ら
75
歳
以
上

の
組
合
員
１
２
０
名
が
執
筆
し
た
冊
子

「
戦
争
の
記
憶
」
を
贈
呈
（
市
町
懇
談
で

も
贈
呈
）
、
県
社
保
協
の
寺
崎
さ
ん
か
ら

「
医
療
・
介
護
の
実
態
と
果
し
て
ほ
し
い

役
割
」
を
、
新
家
副
議
長
か
ら
「
８
地
域

医
療
調
整
会
議
の
病
床
削
減
や
地
方
創
生

で
の
対
応
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
副
知
事
は
、
「
行
政
に
と
っ

て
平
和
が
大
前
提
」
「
未
稼
働
病
床
を
整

理
す
る
こ
と
で
必
要
病
床
数
に
近
づ
け
た

い
」
「
介
護
は
市
町
に
よ
っ
て
課
題
が
違

う
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
助
言
か
支
援
を
行
い
た
い
」
「
国
・

市
町
と
連
携
し
て
人
口
減
少
に
対
応
し
た

い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
労
連
幹
事
・
米
田
さ
ん

（
全
教
副
委
員
長
）
か
ら
「
高
校
生
の
運

動
や
全
労
働
者
へ
影
響
す
る
人
事
院
勧

告
」
に
つ
い
て
報
告
・
要
請
し
ま
し
た
。

・・・ある町長との懇談から・・・

「サマーワ派遣、今なら家族は反対した」 安保法成立、改憲勢力が２／３超
の中で、憲法キャラバンに

取り組みました。

７／２６（火）～８／８（月）

三
重
県
と
の
懇
談

渡邉副知事（右）との懇談 8月8日三重県庁

首
長
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
「
安
保
法
制
は
憲
法
に

違
反
し
て
い
な
い
」
は
ゼ
ロ
、
「
違
反
し
て
い
る
」
は

１
人
、
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
「
そ
の
他
」
が
そ

れ
ぞ
れ
13
名
で
し
た
。
懇
談
で
は
安
保
法
制
が
可
決
さ

れ
た
現
在
も
、
「
議
論
す
べ
き
」
「
憲
法
改
定
が
先
」

「
国
政
の
問
題
な
の
で
意
見
を
差
し
控
え
た
い
」
と
の

見
解
が
あ
る
一
方
、
「
平
和
が
大
前
提
」
「
戦
後
70
年

平
和
で
あ
っ
た
の
は
事
実
」
「
9
条

の
理
念
を
守
る
べ
き
」
な
ど
と
率
直

な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

①
安
保
法
制
と
９
条

１） 昨年9月「安保法制」が国会で

可決され、戦後の防衛が大転換しま

した。貴職は憲法9条との関係でど

う思われますか？

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
県
が
進
め
る
「
病
床
削

減
は
納
得
」
が
1
人
、
「
納
得
で
き
な
い
」
が
4

人
、
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
13
人
、
「
そ
の

他
」
11
人
で
し
た
。
懇
談
で
は
、
南
部
の
首
長
さ

ん
か
ら
「
住
民
の
命
を
守
る
た
め
議
会
と
も
力
を

合
わ
せ
て
病
床
削
減
を
阻
止
し
た
い
」
と
の
強
い

決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
全
体
と
し
て

「
県
が
進
め
る
強
権
的
削
減
」
へ
の
批
判
が
出
さ

れ
、
地
域
か
ら
と
も
に
「
い
の
ち
を
守
る
運
動
」

で
共
同
す
る
方
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

４） 昨年可決された「医療介護

総合確保推進法」で、県内８地

域医療構想調整会議設置され、

医師会・病院長など関係者で議

論されています。大幅な病床削

減が議論されていますが、貴職

はどう思われますか？

③
介
護
保
険
と
25
条

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
「
要
支
援
1
・
2
を
引

き
下
げ
る
」
が
3
人
、
「
支
援
が
継
続
さ
れ
る
よ

う
工
夫
す
る
」
が
12
人
、
「
慎
重
に
検
討
す
る
」

が
10
人
、
「
そ
の
他
」
が
3
人
で
し
た
。
回
答
さ

れ
た
28
人
中
22
人
が
「
継
続
」
「
慎
重
に
検
討
」

と
回
答
、
市
独
自
で
負
担
し
て
介
護
保
険
を
守
る

市
も
あ
り
、
そ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

５) 介護保険制度は大きく変わり、要支援

１・２が市町の総合事業へと進められていま

す。今後どのように対応されていますか

②
地
域
医
療
と
25
条

④
地
方
創
生
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

社
人
研
（
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
略
）
の
将
来
の

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
県
・
市
町

単
位
）
」
と
、
各
自
治
体
へ
依
頼

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
各
自
治

体
の
人
口
目
標
や
力
を
入
れ
て
い

る
施
策
）
を
、
み
え
労
連
と
し
て

県
内
の
一
覧
表
と
し
て
示
し
、
懇

談
し
ま
し
た
。

日
本
創
成
会
議
「
増
田
レ
ポ
ー

ト
」
の
消
滅
可
能
性
自
治
体
は
県

南
部
を
中
心
に
１
４
市
町
（
県
内

市
町
の
半
数
）
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
活
性
化
や
重
点
施
策
で
懇

談
し
ま
し
た
。

○ある町長との懇談から・・・

知り合いが自衛隊・久居

駐屯地にいる。サマーワへ

行ってきた。本人は「命令

だから仕方ない」と言うが、

今なら家族は「行かんといて」と反対しただろう。

ローンの返済などを考えるといろんな手当が付く

自衛隊への志望が以前は多かったが、今は意識の

高まりで「命が大事」なので、広報などで隊員募

集しても応募者は減少、昨年は２名だけ、それも

親が自衛隊員だとか。

投票率50％で過半数なら「何でもよし」という

のはどうかと思う。

また町では毎年予算を組み、生徒・父兄を対象

に平和行政をすすめている。

29市町・三重県と
の懇談

全体の内容

この憲法キャラバンの結果を生かして、第12回自治体アンケートを依頼し、「三重の姿かたち」

を作成して10月初旬に再度全自治体・病院・教育委員会と懇談予定です。

尾
上
町
長
に
「
戦
争
の
記
憶
」
を

贈
呈
（
大
台
町
）

鈴
鹿
市
と
の
懇
談

９月 ３日 みえ教育ネット 河芸公民館

９月１７日 県医労連 えがお

単産単組の大会

「自衛官の応募者、少なくなった」

自治体、教育キャラバン １０月初旬～中旬

「域医療を守るシンポジウムと講演とシンポジウム」

１０月３０日（日） 三重大学教育棟ホール

著名な講師を予定



みえ労連新聞 ８月 ４８号 （２）

＜シリ
ーズ＞

現憲法
と

自民党
改憲草

案
「憲法調査会は自民党案で」と安倍首相

全労連大会（7／28～30）での高岡さんの発言より

昨年の今ごろはカラオケ店で深夜労働していました

みえ自治労連第19回定期大会を開催

全国臨時教職員問題学習交流集会ｉｎ三重（8／12～14）

非正規なくし正規教員を増やして

運
動
方
針
骨
子

（
主
な
運
動
の
経
過
と
方
針
で
す
）

①
昨
年
度
の
運
動
の
積
極
面
を
お
互
い
に
確
認

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
「
第
4
回
あ
す
の
三
重
を
考
え
る
集
い
」

の
成
功

・
大
き
く
進
ん
だ
春
闘
要
請
や
憲
法
キ
ャ
ラ

バ
ン
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
教
育
キ
ャ

ラ
バ
ン
な
ど
「
対
話
と
共
同
」
の
運
動

・
１
８
歳
選
挙
権
の
高
校
生
青
年
ア
ン
ケ
ー

ト
の
配
布
に
３
１
か
所
１
３
２
名
が
参
加

・
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
や
地
域
労
連

の
結
成
準
備

・
労
働
相
談
体
制
や
共
済
の
拡
大

・
参
議
院
選
で
の
野
党
統
一
候
補
の
支
援
と

勝
利
へ
の
貢
献

②
新
し
い
方
針
を
み
ん
な
で
議
論
し
、
進
め
ま

し
ょ
う

・
全
て
の
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
を
、
公

契
約
条
例
の
制
定

・
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
す
る
運
動
を

・
「
対
話
と
共
同
」
の
運
動
を
発
展
さ
せ
ま

し
ょ
う

・
地
域
春
闘
の
発
展
を

・
憲
法
を
守
り
活
か
す
運
動
、
社
会
保
障
を

守
る
運
動
を
進
め
る
た
め
に
地
域
で
の
共

同
の
運
動
を

・
人
口
減
少
に
対
応
し
た
地
域
活
性
化
を
進

め
る
運
動
を

・
地
域
ご
と
に
青
年
女
性
の
結
集
す
る
運
動

を
・
２
９
市
町
に
ユ
ニ
オ
ン
、
８
地
域
に
地
域

労
連
を

③
毎
年
１
０
％
の
仲
間
増
や
し
を

・
地
域
ご
と
単
組
ご
と
に
、
次
世
代
育
成
の

た
め
の
学
習
運
動
を

・
県
内
の
運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
会
館

運
営
を

・
み
え
労
連
財
政
の
確
立
を

・
み
え
労
連
規
約
の
下
部
討
議
を

２
０
１
６
年
８
月
12
日
〜
14
日
、
第
47
回
臨
時
教

職
員
問
題
学
習
交
流
集
会
が
四
日
市
で
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
２
０
０
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
集

会
で
は
、
み
え
労
連
臼
井
議
長
が
歓
迎
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
群
馬
県
か
ら
参
加
し
た
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
女
性
が
発
言
。
校
長
に
明
日
か
ら
は
非
常
勤

の
仕
事
し
か
あ
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
、
子
育
て
で
き

る
収
入
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
と
発
言
。
そ
ん
な
中
、
組
合
に
出
会
い
、
組

合
の
先
輩
と
一
緒
に
教
育
委
員
会
に
出
向
き
交
渉
。

結
果
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
勤
務
が
決
ま
る
。
「
組

合
と
頼
り
に
な
る
先
輩
と
の
出
会
い
が
私
に
確
か
な

生
活
と
希
望
を
く
れ
ま
し
た
」
と
、
涙
と
笑
い
の
感

動
的
な
報
告
を
し
ま
し
た
。

現
地
三
重
か
ら
の
報
告
で
は
、
今
年
、
22
年
目
で

正
規
採
用
を
勝
ち
取
っ
た
Ｎ
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

苦
労
や
正
規
採
用
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
報
告
し
ま

し
た
。
Ｎ
さ
ん
は
、
た
び
重
な
る
不
採
用
通
知
に
折

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
臨
時
教
員
運
動
の
先
頭

に
立
ち
続
け
、
教
委
交
渉
に
も
参
加
。
そ
の
彼
が
合

格
し
た
こ
と
は
、
全
国
の
臨
時
教
員
に
大
き
な
感
動

を
与
え
、
こ
の
集
会
を
希
望
と
確
信
に
満
ち
た
も
の

に
し
ま
し
た
。

三
重
県
で
は
職
員
室
の
４
人
に
１
人
が
臨
時
教
員
。

全
国
的
に
見
て
も
そ
の
比
率
は
高
く
、
臨
時
教
員
問

題
の
解
決
は
急
務
で
す
。

安
倍
首
相
が
「
非
正
規
と
い
う
言
葉
を
こ
の
国
か

ら
一
掃
す
る
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
教
育

現
場
で
は
か
な
り
以
前
か
ら
臨
時
教
員
が
教
育
を
支

え
て
き
た
実
態
が
あ
り
ま
す
。
「
非
正
規
な
く
し
、

正
規
雇
用
を
拡
充
せ
よ
」
と
い
う
要
求
を
掲
げ
た
こ

の
集
会
を
三
重
県
で
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
教
職
員

の
運
動
に
と
ど
ま
ら
な

い
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

（
み
え
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
／
吉
田
一
男
）

み
え
労
連
代
議
員
の
高
岡
秀
基

で
す
。
私
は
昨
年
の
今
頃
は
カ
ラ

オ
ケ
店
に
て
深
夜
働
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
前
の
10
年
間
は
コ
ン
ビ

ニ
店
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
縁

あ
っ
て
昨
年
9
月
臨
時
書
記
に
、

今
年
1
月
に
正
規
の
書
記
と
な
り

ま
し
た
。

私
の
発
言
は
、
3
点
で
す
。
1

点
目
は
、
介
護
を
中
心
と
す
る
総

が
か
り
作
戦
と
仲
間
増
や
し
。
2

点
目
は
、
高
校
生
や
青
年
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
と
参
議
院
選
挙
。
3

点
目
は
、
第
9
回
憲
法
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
つ
い
て
で
す
。

（
中
略
）

さ
て
３
点
目
は
、
私
た
ち
が
一

貫
し
て
重
視
す
る
憲
法
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
、
今
回
は
9
回
目
と
な
り
ま

す
。
全
数
把
握
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
す
る
運
動
で
す
。

憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
単
な
る
対
話
・

共
同
で
は
な
く
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
で
首
長
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の

結
果
を
、
秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
へ
、
組
織
拡
大
へ
結
び
つ
け
た

い
か
ら
で
す
。

懇
談
相
手
の
自
治
体
か
ら
、
毎

年
半
数
の
市
長
・
町
長
や
副
知
事
・

副
市
長
・
副
町
長
が
、
又
、
半
数

の
自
治
体
か
ら
事
務
方
ト
ッ
プ
の

部
長
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
結
果
を
生

か
し
て
、
２
９
市
町
す
べ
て
に
新

し
い
組
合
を
作
り
、
憲
法
を
生
か

す
運
動
を
、
地
域
か
ら
、
草
の
根

か
ら
進
め
、
３
分
の
２
と
な
っ
た

改
憲
勢
力
に
打
ち
勝
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
え
労
連
で
働
き
、
労
働
組
合

や
民
主
的
な
運
動
に
参
加
す
る
こ

と
を
喜
び
と
し
て
、
こ
の
願
っ
て

も
な
い
舞
台
で
、
み
ん
な
で
支
え

支
え
あ
っ
て
活
動
す
る
決
意
を
申

し
上
げ
て
発
言
を
終
わ
り
ま
す
。

ご

静

聴

あ
り

が

と

う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊

彼

は

ト
ッ

プ

バ

ッ

タ
ー

で

発

言

、
拍

手

喝

采

を
浴

び
ま
し
た
。

（

出

席

の
臼

井
議
長
）

第一条

天皇は、日本国の象徴であり日本

国民統合の象徴であつて、この地

位は、主権の存する日本国民の総

意に基く。

第一条

天皇は、日本国の元首であり、日

本国及び日本国民統合の象徴であっ

て、その地位は、主権の存する日

本国民の総意に基づく。

自民党公式HP上の『憲法改正草案 Q&A』は次のように述べています。「憲

法改正草案では、1条で、天皇が元首であることを明記しました。元首とは、

英語では Head of State であり、国の第一人者を意味します。明治憲法には、

天皇が元首であるとの規定が存在していました。また、外交儀礼上でも、天

皇は元首として扱われています。したがって、我が国において、天皇が元首

であることは紛れもない事実です」。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

現行憲法は主権が天皇ではなく国民にあるという明治憲法から

の劇的な変化をこの第１条で宣言していますが、改憲草案では、

天皇は「元首」だと規定し、国民主権をうすめています。明治憲

法への回帰が色濃く出ています。

自民党改憲草案現行憲法

7
月
31
日
、
サ
ン
ワ
ー
ク
津
で
自
治
労
連

三
重
県
本
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
21
単

組
1
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
発
言
が
あ
り
、
新

年
度
の
運
動
方
針
や
予
算
を
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
方
針
は
、
す
べ
て
の
職
場
で

「
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
み
「
要
求

書
」
の
ま
と
め
「
交
渉
」
を
進
め
る
こ
と
や
、

み
え
労
連
や
社
保
協
・
保
育
団
体
連
絡
会
な

ど
の
関
係
団
体
と
力
を
合
わ
せ
、
住
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

ひ
よ
こ
会
労
組
お
お
ば
こ
か
ら

第
３
保
育
園
建
設
の
カ
ン
パ
訴
え
る

「
ひ
よ
こ
会
労
組
お
お
ば
こ
」
か
ら
は
、

平
成
29
年
4
月
に
開
園
す
る
新
た
に
ひ
よ
こ
・

こ
っ
こ
保
育
園
に
続
く
第
３
園
の
カ
ン
パ
を

訴
え
ま
し
た
。

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
な
い
中
、
国
の
子

ど
も
子
育
て
支
援
制
度
は
基
準
以
下
の
認
可

外
保
育
所
に
も
お
金
を
出
し
、
利
益
優
先
の

株
式
会
社
の
保
育
園
や
園
庭
も
設
備
も
な
い

小
規
模
保
育
園
が
広
が
り
、
「
事
故
の
不
安
」

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

親
も
子
ど
も
も
安
心
し
て
す
ご
せ
育
ち
合

え
る
保
育
園
を
自
分
た
ち
の
力
で
解
決
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寄
付
金
目
標
額
は
2
千
万
円
で
、
寄
付
金

は
1
口
5
千
円
の
ほ
か
千
円
カ
ン
パ
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

（
み
え
自
治
労
連
書
記
長
／
祖
父
江
昌
弘
）

21
単
組
１
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

総
勢
56
名
が
集
う

中
日
新
聞
８
月
１
８
日
号
は

「
安
倍
改
憲
戦
略
に
誤
算
」
と

し
て
、
以
下
の
様
に
報
じ
て
い

ま
す
。

「
生
前
退
位
を
強
く
に
じ
ま

せ
た
天
皇
陛
下
の
『
お
気
持
ち
』

は
、
安
倍
晋
三
首
相
の
改
憲
戦

略
に
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
７
月
の
参
院
選
で
改
憲

勢
力
が
３
分
の
２
を
超
え
、
秋

以
降
に
改
憲
論
議
を
本
格
化
さ

せ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
生
前
退

位
を
実
現
す
る
皇
室
典
範
改
正

が
喫
緊
の
課
題
に
浮
上
し
た
か

ら
だ
。
」

私
た
ち
も
現
憲
法
と
自
民
党

改
憲
草
案
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

毎
回
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
三

重
憲
法
会
議
に
お
願
い
し
て

「
逐
条
比
較
」
を
予
定
し
ま
す
。

９
月
４
日
に
み
え
労
連
大
会
開
催

（
み
え
労
連
幹
事
会
）

み
え
労
連
第
28
回
定
期
大
会

９
月
４
日
（
日
）
13
時
半
〜

津
市
橋
南
市
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

（
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た
。
確
か
め
て
お
越
し
下
さ
い
。
）


